
「議員と語り合おう出張！！なんでも意見交換会」実施報告書 
 

団体名 栗原市農業委員会 

テーマ 農業委員会業務について 

実施年月日 令和８年１月１３日（火） 午後４時から午後５時７分まで 

実施場所 ホテルグランドプラザ浦島（栗原市築館下宮野町下１８番地） 

参加人数 ２３人 

出席議員 
小野 久一、菊地 広志、藤原 峻、相馬 勝義、髙橋 一久、 

衡田 達彦、長谷川 敬 

意見交換 

の概要 

はじめに、農業委員会事務局職員から、農業委員会の業務及び事業の 

概要について説明が行われた。その後、各地区の農業委員代表者から、 

市の農業の現状等について、次のとおり報告があった。 

⑴ 全国的な課題となっている農業労働力不足については、本市にお 

いても担い手の確保が困難な状況にあり、地域農業の持続的発展に 

影響を及ぼしている。このため、労働力確保に向け、農業分野にお 

ける外国人材の受入れを検討する必要がある。 

⑵ 農業経営については、規模拡大を図る経営体と、現状維持又は縮 

小を志向する経営体との二極化が進んでいる。規模拡大を進めるた 

めには、大型の農業用機械などが必要であり、国及び県の補助事業 

の更なる充実が求められる。 

⑶ 特に中山間地域においては、小区画で不整形かつ水利条件の悪い 

農地が多く、農業生産活動に支障を来している。このため、農地の 

大区画化などの基盤整備が課題となっている。加えて、イノシシ等 

による農地や農作物への被害が増加しており、その対策が急務とな 

っている。 

これらの報告の後、三浦農業委員会職務代理者を座長として、意見交 

換が行われた。 

意見交換では、農業経営の発展に向け、適地適作の推進や園芸作物の

導入促進により農業の高収益化を図る取組が必要ではないかとの意見

があった。 

一方、農地整備事業を実施した農地において、米以外の作物として「た

まねぎ」や「食用ばれいしょ」の生産に取り組んでいる事例が紹介され、

その中で収益性の確保には至っていないとの報告があった。さらに、米

どころである栗原では米のブランド化を進めるべきとの意見も出され

るなど、安定的な農業経営の実現には課題がある現状が共有された。 

令和６年夏に顕在化した米不足及び米価高騰問題（いわゆる「令和の

米騒動」）を受け、国は米の増産に舵を切る方針を示した。一方で、令

和７年産主食用米の収穫量見通し等を踏まえ、需要に応じた生産を食糧

法改正案に明記する動きも見られ、農業現場に混乱が生じている。 

我が国の農業を守り、持続させていくためには、農業の担い手確保は

もとより、生産を継続できる農業経営を確保するための政策が重要であ

ることが改めて共有された意見交換会であった。 

今後も、市の農業振興に向けた政策提言に資するため、農業委員会を 

はじめとする関係機関との意見交換を重ねていく。 



 

【写真１】意見交換会全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真２】市の現状について報告する農業委員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


